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1.は じめ に

G.S.Hall以 来、青年期 が危機 的 な時期 で あ る とい うことは さま ざまに論 じ られ て きた。 い

うまで もな く、青年 期 は、成 人期 に向か って 、身体 的に も精 神的 に も社 会的 に も急激 な発達

と大 きな変化 を遂 げ る時期 で る。 それ ゆえ、 この時期 は きわめて不安 定 であ り、青年期 の問

題 は広 範 な内容 と多様 な変化 を示 す ことに なる。加 えて 、この年代 は、精神 分裂 病 、躁 うつ

病 とい った いわ ゆる内 因性 精神病 や境界 パ ーソナ リテ ィー障害 な どの好発 時期 で もあ り、 自

殺率 も高 い。 一方 、青年 は時代 の鏡 であ る といわれ る。現 代社 会 の急 激 な変化 や、価値観 の

変容 、過剰 な教 育偏 重 、家族 の弱 体化 とい った社 会的 文化 的変 動 は、色濃 く彼 らに影 を落 と

してい る。 この よ うな背 景 にあ って 、精神 的 に不健 康 な状 態 にあ る青 年 が近年著 しく増 加 し

て い るこ とはすで にい くつか報告1㈱ 蹴 され てい る通 りで あ る。 この ため 、 身体 的 な 健康 管

理 とと もに精神 面 での保健 対策が きわめて重 要 な課 題 とな る。 と りわ け 、18歳 年 齢 の約4

割が 短 大 ・大学 とい った高等 教育 課程 に進学 す るわが 国の現況 にあ って は、大学 生の精 神保

健対 策 は必 要不 可欠 な問題 といえ よ う。 こ う した観 点 か ら、今 回、精神 保健 の ス ク リーニ ン

グテス トと して現 在広 く行 われ てい るUP王(UnlversityPersonalityI11▽entory)を 本 学 園

短期大 学生 ・大学 生 に実施 し、 い くつ かの知 見 を得 た ので報告 す る。

R.対 象 と方 法

調 査対 象 と した もの は、平成3年4月 に大手前 女子 短 期 大 学(短 大)と 大 手 前女 子 大学

伏 学)に 入学 した1年 生 の うち 、調査 機 会の得 られ た もの891名 で ある(表 ユ)。 そ の うち

わけ は、短大 は生 活文化学 科249名 と秘書 科166名 の合計415名 、 大 学 は 史学 科171名 と美

学美術 史学 科 招7名 と英米 文学 科168名 の合計476名 で あ る。 これ は、調 査 時期 の両 大学1

年在学 者 数(短 大722名 、大学584名)の うちの、短 大 は57.5%(生 活文化 学科46.1% 、 秘

書科91.2%)、 大学 は8L5%(史 学科79.9%、 美学美術 史学 科87.8%、 英 米文 学 科78 .5%)

にあ た り、全体 で は 玉年 生 の68.2%に あ た る。

調査 方法 は、新 た に作成 したUPI調 査 用紙(資 料)を 使 用 し、あ らか じめ調 査 の意義 ・
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表1調 査対象

短 大 大 学

生文科 秘書科 計 史学科 美学科 英文科 計

全学生数 540 182 722 214 156 214 584

調査者数 249 166 415 171 137 168 476

調 査 率 46.1% 91.2% 57.5% 79.9% 87.8% 78.5% 81.5%

目的 を十分説 明 した上 で、講義 時 間中 に行 った。原 則 的 には無 記名 回答 を求め 、そ の場 で 回

収 した。

UPIは 、60項 目か らなる質問方 式 のテ ス トであ り、精 神 保 健 面 の ス ク リー ニ ン グ用 と

して ひろ く行 われ て い る。UPI60項 目の そ れ ぞ れ の質 問 に対 して 、yesと 答 え た項 目

(○)を1点 、noと 答 えた項 目(×)は0点 とす る。 まず各項 目ご とに出現 率 を調 べ 、 また

出現 率の 高い項 目につ いて の検 討 を行 い 、学科 間お よび学 校 間で の比 較 を行 った。次 に、No.

5「 いつ もか らだの調子 が よい」、No.20「 いつ も活動 的で あ る」、No.35「 気 分 が 明 るい 」、

No.50「 よ く他 人 に好 かれ る」 の4項 目をliescaleと して、 これ ら を除 い た56項 目すべ て

を1点 と して加算 されたUPI得 点(56点 満点)を 求 め 、 その 平 均 値 につ い て 両校 間 の比

較 を行 った。一般 にUPI得 点が高 い ほ ど精神 的不 健康 で あ る可能性 が 高い とされ てい るが

(稲浪7))、 従来 よ りその ス ク リーニ ングの指標 とされ る30点 以上 の もの(UPI要 注 意 者)

につい て検 討 を加 えた。つ いで、磯 田3)4)`)6)の指摘 す る よ うに、 と くに女 子大学 生 の精神 保

健 面で の問題発生 者 に相 関 が高 い とされ る9項 目(No.4「 動1季や脈 が気 に な る」、No.6「 不

平 や不 満 が多 い」、No.10「 人 に会 い た くない 」、No.15「 気 分 に波 が あ りす ぎる」、No.17

「頭 痛がす る」、No.21「 気 が小 さす ぎる」、No.42「 気 を まわ しす ぎる」、No.43「 つ きあ い が

嫌 いで あ る」、No.46「 体が だ るい」)に つ い て検 討 を行 い 、 さ らに、伊 藤2)が 述 べ て い る よ

うに、精神 的 ・情 緒 的 に問題 を有す る可 能性 が高 い と考 え られ るNo.25「 死 に た くな る」 の

肯 定者 につ いての分析 を行 った。

調査時期 は、平成3年5月 であ る。 なお一部 で は、同時 にBaumテ ス トとEAT(Eating

AttitudesTest)を 行 ったが 、今 回 はUPIに つ い てのみ報告 す る。

皿.結 果

1)出 現 率 の比較

UPI60項 目す べ ての出現率 を学科 別 ・学 校別 に求 め(表2)、 さらに これ を出現 率 の高

い ものか ら順 に並べ て みた(表3)。 これ をみ る と、 もっと も訴 えの 多か っ た項 目 は、 短 大

で はNo.46「 体が だ るい」(68.4%)で あ り、大 学 で はNo.18「 頸 す じや肩が こる」(70.8%)
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項目

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

n.

12

ヱ3

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

史学

62

95

71

31

47

土00

32

36

50

29

63

96

78

91

108

42

67

121

53

52

61

104

99

78

33

48

100

玉16

97

87

56

33

59

23

98

106

26

107

91

55

37

103

31

80

100

115

34

101

6

66

101

69

44

77

25

37

75

109

9

89

%

36.3

55,6

41.5

玉81

27.5

585

18.7

21.1

29.2

17.0

36.8

56.1

45.6

53.2

63.2

24.6

39.2

70.8

31.0

30.4

35.7

60,8

57.9

45.6

19.3

28.1

58.5

67.8

56.7

50,9

32.7

19、4

34.5

135

57.3

60,8

15.2

62.6

53.2

32.2

21.6

602

1&1

46.8

58.5

67.3

19、9

59.1

35

3&6

59ユ

40,4

25、7

45。0

14.6

21.6

43.9

63.7

5.3

52.0

美学

52

71

55

30

43

72

39

26

32

44

41

77

74

72

88

41

63

97

44

56

48

90

83

61

29

43

85

90

79

67

42

33

56

28

81

85

30

81

61

48

39

80

30

76

74

99

27

82

5

63

79

53

34

60

31

37

67

83

13

79

%

38,0

51.8

40.1

2L9

31.4

526

28.5

19.0

23,4

32.1

29,9

56,2

54.0

52.6

642

29.9

46.0

70.8

32ユ

40.9

35.0

65.7

60.6

44.5

212

31.4

62.0

65.7

57.7

48.9

30.7

24.1

409

20.4

59.1

62,0

21.9

59ユ

44.5

35,0

28.5

58.4

2L9

55,5

54.0

72.3

19.7

599

3.6

460

57.7

38.7

248

43.8

22.6

270

489

60,6

95

57,7
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表2

英文

53

71

53

22

54

69

34

22

55

23

39

86

78

70

92

39

50

119

36

77

50

113

84

67

18

44

81

99

89

85

46

29

59

15

88

92

38

99

85

42

37

105

15

71

85

】11

29

90

9

75

89

57

38

58

13

27

65

97

11

88

.%

3上5

42.3

31,5

i3ユ

32」

41ユ

20.2

13.1

32,7

13.7

23,2

51.2

464

41.7

54.8

23.2

29.8

70.8

2L4

45.8

29.8

67.3

50.0

399

10.7

26.2

48.2

58。9

53,0

50.6

27.4

173

35ユ

89

52.4

54.8

22.6

58.9

5Q.6

25.0

22.0

62.5

8.9

4a3

5σ6

66.1

17.3

53.6

5.4

44.6

53.0

339

22.6

34.5

7.7

16.1

38.7

57.7

6.5

52.4

UPI各 項目の出現率

大学

167

237

179

83

144

241

105

84

137

96

143

259

230

233

288

122

180

337

133

185

159

307

266

206

80

135

266

305

265

239

144

95

174

66

267

281

94

287

237

145

113

288

76

227

259

325

90

273

20

204

269

179

116

195

69

101

207

289

33

256

%

35ユ*

49.8

37.6

17.4*

303

50.6

22ユ**

17.6*

2&8

20.2**

30.0**

544

48.3

48,9

60.5

25.6

37.8**

7α8

279**

38.9

33.4

645

559

43.3

16.8**

28.4*

55.9

64.1

55,7

502

303

20,0

36.6

139**

56ユ

59.0

19。7

60.3**

49.8

3α5**

23,7**

60.5**

16.0**

47.7**

544**

68.3

189

57.4

42

429

56.5*

37.6

24.4

41.0

14.5*

21.2**

43.5**

60.7**

6.9

53.8**

生活

75

109

106

32

80

138

29

27

63

20

46

157

99

133

143

62

61

162

36

100

74

131

148

95

22

52

145

160

144

141

76

55

84

22

151

138

53

123

112

49

39

ユ30

15

84

102

170

48

130

4

114

117

96

54

93

24

27

95

118

9

110

%

30ユ

43.8

42.6

12.9

32.1

55.4

1L6

10.8

25.3

8.0

18.5

63ユ

39.8

5a4

57.4

249

24.5

65ユ

14.5

40.2

297

52.6

59.4

38.2

8.8

20.9

58.2

64.3

57.8

56.6

30.5

22.1

33.7

8.8

60.6

55,4

213

49.4

45.0

19.7

15.7

52.2

6.0

33.7

41.0

68。3

19.3

52.2

1.6

45.8

47.0

38,6

21.7

37,3

9,6

10.8

38.2

47.4

3.6

442

秘書

41

86

71

20

50

9i

28

22

34

17

42

123

79

96

103

35

59

106

33

66

44

100

90

71

21

39

106

121

94

77

49

15

50

9

95

96

28

81

68

37

20

80

11

56

81

114

26

81

8

68

86

44

34

63

13

18

49

82

11

75

%

24.7

51.8

42.8

12.0

30,1

54.8

16.9

13.3

20.5

10.2

25,3

74.1

47.6

57.8

62.0

21.1

35.5

63.9

19.9

39.8

26.5

60.2

54.2

42.8

12.7

23.5

63.9

72.9

56β

46.4

29.5

9.0

30ユ

5.4

57.2

57.8

16.9

48,8

41.0

22.3

12.0

48.2

6.6

33.7

48,8

68.7

15.7

48.8

4.8

4LO

51.8

26.5

20,5

380

7.8

10,8

]95

49,4

6.6

45,2

短大

116

1-95

ユ77

52

130

229

57

49

97

37

88

280

178

229

246

97

120

268

69

ユ66

118

231

238

166

43

91

251

281

238

218

ユ25

70

134

31

246

234

81

204

180

86

59

210

26

ユ40

ユ83

284

74

211

12

182

203

140

88

156

37

45

]44

200

2

185

%

28.0

47.0

42.7

12.5

3L3

55。2

13.7

1L8

23.4

89

21.2

67.5**

42。9

55.2

59.3

23,4

28.9

64.6

16.6

4010

28.4

55.7

57.3

40.0

1α4

219

60.5

67.7

57.3

52.5

30ユ

16.9

32.3

?,5

59.3

564

19.5

49、2

43.4

20.7

14.2

50,6

6.3

33.7

44.1

68.4

17.8

50.8

29

43.9

48.9

33.7

21.2

37.6

8.9

10.8

34.7

482

48

44.6

**:P<α01,*:P〈0.05
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表3 UPl出 現率順位

出現率順位 UPI項 目 大学 % UPI項 目 短大 %

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19マ

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

18

46

22

28

58

15

42

38

36

48

51

35

23

27

29

45

12

60

6

30

2

39

14

13

44

57

24

50

54

20

17

52

3

33

1

21

40

31

5

11

9

26

19

16

53

41

7

56

10

32

37

47

8

4

25

43

55

34

59

49

337

325

307

305

298

288

288

287

281

273

269

267

266

266

265

259

259

256

241

239

237

237

233

230

227

207

206

204

195

185

180

179

179

174

167

159

145

144

144

143

137

135

133

122

116

113

105

101

96

95

94

90

84

83

80

76

69

66

33

20

70.8

683

64.5

64.1

60.7

60.5

60.5

60.3

59.0

57.4

56.5

56.1

55.9

55.9

55.7

54.4

54.4

53.8

50.6

50.2

49.8

49.8

48、9

48.3

47.7

43.5

43.3

42.9

41.0

38.9

37.8

37.6

37.6

36.6

35.1

33.4

30.5

30.3

30.3

30.0

28.8

28.4

27.9

25.6

244

23.7

22.1

21.2

20.2

20.0

19.7

189

17.6

17.4

16.8

16.0

14.5

13.9

6.9

4.2

46

28

12

18

27

35

15

23

29

36

22

14

6

30

48

42

38

51

58

2

60

45

50

39

13

3

20

24

54

57

52

44

33

5

31

17

21

1

16

9

26

53

11

40

37

47

32

19

41

7

4

8

56

25

55

10

34

43

59

49

284

281

280

268

251

246

246

238

238

234

231

229

229

218

211

210

204

203

200

195

185

183

182

180

178

177

166

166

156

144

140

140

134

130

125

120

118

116

97

97

91

88

88

86

81

74

70

69

59

57

52

49

45

43

37

37

31

26

20

12

68.4

67.7

67.5

64.6

60.5

59.3

59,3

57.3

57.3

56.4

55.7

55.2

55.2

52.5

50.8

50。6

49.2

48.9

48.2

47.0

44.6

44。1

43.9

43.4

42.9

42.7

40.0

40.0

37,6

34.7

33.7

33,7

32,3

31.3

30.1

28.9

28.4

28.0

23.4

23.4

21.9

21。2

21.2

20.7

19.5

17.8

16.9

16.6

14.2

13.7

12.5

11.8

1α8

10.4

8.9

8.9

7.5

6,3

4.8

2.9
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であ った。反 対 に、 もっ と も訴 えの少 なか った項 目は、 短 大 、 大 学 と もNo.49「 気 を失 っ

た り、 ひ きつ けた りす る」 で 、出現 率 は それぞれ2.9%(短 大)、4.2%(大 学)で あ った。

訴 えの 多か った上位10項 目(表4)の うち、5項 目(No.18「 頸 す じや肩が こ る」、No.46

「体 が だ るい」、No.28「 根気 が続 か ない」、No.15「 気分 に波が あ りす ぎる」、No.36「 な ん と

な く不安 で あ る」)が 両 校 に共通 して いた。 また 、50%以 上 の出現率 をみ た項 目は 、 短 大 で

蓑4出 現率の高いUPl項 目

短 大ト
ー

璽総 』
146体 が だるい

大 学

† 項目

ユ428根 気が続かない

÷ ド議繋1三llい
　一 一h

527記 憶 力が低下 してい る
一 一一← 一 一一 一一

635気 分が明るい

7

8

15気 分に波がありすぎる

23い らい ら しや すい

929決 断力がない　
1036何 と な く不安で ある

68,4

677

67、5

646

60.5

59.3

59.3

57。3

57.3

56.4

%

は 照 項 目、 大 学 で は20項 目で 、 そ の う ち の15項 目 は 両 校 に 共 通 して い た 。 こ れ ら両 校 に 共

通 す る頻 出項 目 の特 徴 をみ る と 、 まず も っ と も 目立 つ もの は 、 「頸 す じや 肩 が こ る 」(短 大

4位 、 大 学1位)、 「体 が だ る い 」(短 大1位 、 大 学2位)と い っ た 身 体 症 状 で あ る 。No .2

「吐 き気 ・胸 や け ・腹 痛 が あ る」(短 大47.0%、 大 学49.8%)、No。3「 わ け もな く下 痢 や 便 秘

を しや す い 」(短 大427%、37.6%)、No.48「 め ま い や 立 ち く らみ が す る」(短 大:50 .8%、

大 学:57.4%)と い っ た 自律 神 経 症 状 も多 くみ ら れ た 。 次 に 多 い の は 、No .28「 根 気 が 続 か

な い」(短 大167,7%、 大 学:64.1%)、No.12「 や る気 が 出 て こ な い 」(短 大:67.5%、 大

学:54.4%)、No。15「 気 分 に 波 が あ りす ぎ る」(短 大:59.3%、 大 学:60 .5%)、No.27「 記

憶 力 が 低 下 して い る」(短 大:60,5%、 大 学:559%)、No.29「 決 断 力 が な い 」(短 大57 .3

%、 大 学:55.7%)と い っ た抑 うつ 傾 向 で あ る。 これ に 関 連 し て 、No .13「 悲 観 的 に な る」

(短 大:429%、 大 学:48。3%)、No,14「 考 え が ま と ま ら な い 」(短 大:55 .2%、 大 学:48.9

%)な ど の 抑 うつ 症 状 も高 率 を示 した 。 また 、No .22「 気 疲 れ す る」(短 大:55.7%、 大 学1

64.5%)、No.42「 気 を まわ しす ぎる 」(短 大:50 .6%、 大 学:60.5%)、No.45「 と りこ し苦

労 を す る」(短 大:4《.1%、 大 学:54.4%)、No.58「 他 人 の 視 線 が 気 に な る 」(短 大:48 .2
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%、 大学:60.7%)、No.60「 気持 ちが傷 つ け られ やす い」(短 大:44.6%、 大 学:53.8%)

とい った対 人恐怖 に関す る項 目が多 くみ られ る とと もに 、No.36「 な ん とな く不安 で あ る」

(短大:56.4%、 大学:59.0%)やNo.38「 もの ご とに 自信 が持 てない」(短 大:49.2%、 大

学:60.3%)と い っ た不 安 傾 向 も高 い 出現 率 を示 した 。 一 方 、No.51「 こだ わ りす ぎ る」

(短大:48.9%、 大 学:56.5%)、No.52「 く り返 し確 か め ない と苦 しい」(短 大:33.7%、

大学:37.6%)、No.54「 つ ま らぬ考 えが とれ ない」(短 大:37.6%、 大 学:41。0%)と い っ

た強迫傾 向 も比 較 的高 い値 を示 した。 また、No.53「 汚れが 気 にな って困 る」、No.55「 自分

の変 な匂 いが気 にな って 困る」 とい った項 目は比 較 的精神 病 理学 的な色彩 が強 い と考 え られ

る項 目であ るが 、 その出現率 は、No.53で は短大21.2%:大 学24.4%、No.55で は短 大8.9%:

大学14.5%で あ った。

2)学 校 間 の 比 較

短 大415名 と 大 学476名 に つ い て 、UPI各 項 目 ご と にそ の 出 現 率 を比 較 した(表2・ 表

3)。 そ の 結 果 、 全60項 目の う ち の26項 目(43.3%)で 両 校 に有 意 差 が み ら れ た が 、 そ の う

ち の25項 目(41.7%)は 大 学 の ほ うが 短 大 よ り有 意 に高 い こ とが わ か っ た(表5)。 そ の 中

の19項 目、 す な わ ち 、No.7「 親 が 期 待 しす ぎ る」(短 大:13.7%、 大 学:22.1%)、No.10

「人 に会 い た くな い 」(短 大:8.9%、 大 学:20.2%)、No,11「 自 分 が 自分 で な い 感 じが す る」

(短 大:21.2%、 大 学:30.0%)、No.17「 頭 痛 が す る 」(短 大:28.9%、 大 学:37.8%)、No.

19「 胸 が 痛 ん だ り しめ つ け ら れ る 」(短 大:16.6%、 大 学:27.9%)、No.22「 気 疲 れ す る 」

(短 大:55.7%、 大 学:64.5%)、No.25「 死 に た くな る」(短 大:10,4%、 大 学:16.8%)、

No.34「 排 尿 や性 器 の こ とが 気 に な る」(短 大:7.5%、 大 学:13.9%)、No.38「 も の ご と に

自信 が 持 て な い」(短 大:49.2%、 大 学:60,3%)、No.40「 他 人 に 悪 く と ら れ や す い 」(短

大:20.7%、 大 学:30.5%)、No.41「 他 人 が 信 じ られ な い」(短 大:14。2%、 大 学:23.7%)、

No.42「 気 を まわ しす ぎ る」(短 大:50.6%、 大 学:60.5%)、No.43「 つ き あ い が 嫌 い で あ

る」(短 大:6.3%、 大 学:16.0%)、No.44「 ひ け 目 を感 じる 」(短 大:33.7%、 大 学:47.7

%)、No.45「 と りこ し苦 労 をす る」(短 大:44.1%、 大 学:54.4%)、No.56「 他 人 に 陰 口 を

い わ れ る」(短 大:10.8%、 大 学:21.2%)、No。57「 周 囲 の 人 が 気 に な っ て 困 る 」(短 大:

34.7%、 大 学:43.5%)、No.58「 他 人 の視 線 が 気 に な る」(短 大:48.2%、 大 学:60.7%)、

No.60「 気 持 ち が 傷 つ け られ や す い 」(短 大:44.6%、 大 学:53.8%)の 以 上19項 目 で は1

%水 準 で 有 意 差 が み られ た 。 残 りの6項 目、 す な わ ちNo.1「 根 気 が 続 か な い」(短 大:28.0

%、 大 学:35.1%)、No.4「 動i季 や 脈 が 気 に な る」(短 大:12.5%、 大 学:17.4%)、No.8 .

「自 分 の 過 去 や 家 庭 は不 幸 で あ る」(短 大:11.8%、 大 学:17.6%)、No.26「 何 事 も生 き生

き と感 じ られ ない 」(短 大:21.9%、 大 学:28.4%)、No.51「 こ だ わ りす ぎ る」(短 大:21.9

%、 大 学:28.4%)、No.55「 自 分 の 変 な匂 い が 気 に な る 」(短 大:8.9%、 大 学:14.5%)
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表5大 学に有意に多いUPl項 目

傾 目)

1恨 気が続かない

2動 悸や脈が気になる

7親 が期待 しす ぎる

8自 分の過去や家庭は不幸である

10人 に会いた くない

11自 分が 自分でない感 じがする

17頭 痛がする

19胸 が痛んだ りしめつけ られる

22気 疲れする

25死 にたくなる

26何 事 も生 き生きと感 じられない

34排 尿や性器のことが気になる

38も のごとに自信が持てない

40他 入に悪 くとられやすい

・H他 人が信 じられない

42気 をまわしすぎる

43つ きあいが嫌いである

44ひ け 目を感 じる

45と りこし苦労をする

5ユ こだわりすぎる

55自 分の変な匂いが気になる

56他 入に陰口をいわれる

57周 囲の人が気になって困る

58他 入の視線が気になる

60気 持 ちが傷つけられやすい

(短大)%1大 学)%X2ト

11628,0

5212.5

5713.7

4911.8

378.9

8821.2

120289

69ユ6.6

23155.7

4310.4

9121.9

317.5

20449,2

8620.7

59ユ4.2

21050,6

266.3

14033.7

18344.1

203489

378,9

4510.8

14434.7

20048,2

18544.6

ユ6735ユ

8317.4

10522ユ

8417.6

9620.2

14330.0

ユ8037.8

133279

30764.5

8016。8

13528.4

6613.9

28760.3

14530。5

11323。7

28860.5

7616.0

22747。7

259544

26956.5

69145

10121.2

20743.5

28960.7

25653,8

520*

4.15*

10.3**

5.95*

22ユ**

9.Ol**

7.86**

16ユ**

7.23**

7.74**

4.84*

9.34**

11.1**

ユ09**

129**

8.81**

205**

17.8**

9.43**

5.13*

6.58*

17.4**

7.17**

14.0**

7.51**

**:P<0.01*P〈0.05

で は 、5%水 準 で 有意差 がみ られ た。 …方 、短大 の ほ うが大学 よ りも有意 に高 い出現率 を示

した もの は、No。ユ2「 やる気が 出て こない」(P<0.01)の ユ項 目の みで あ った 。 こ れ らの

結果 をみ る と、大学 の ほ うが 、対 人接触 で の過敏 さや 自意識過剰 の傾 向 の強 いこ とが うかが

え、 また 、 自己不 全傾 向が よ り高 い こ とが示 唆 された。 また 、「死 にた くな る」 「自分 の変 な

匂 いが気 に なる」 「他 人 に陰 口をい われ る」 とい った 、比較 的精神 病理 学 的 な色 彩 の 強 い と

思 われ る項 目にお いて も大学 の ほ うが有 意 に高い割 合 を示 し、全 体的 に大学 の ほ うが短 大 よ
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りも精神的不健康度が高いことが示唆された。

3)UPI平 均得 点

UPI60項 目の うち、No.5、No、20、No.35、No.50のliescaleを 除い た56項 目の す べ

て を1点 と して加 算 された総得 点(56満 点)を 求め、そのUPI平 均 得点 を調べ た(表6)。

これ に よる と、平 均得点 は、短 大で は19.3と な り、 大学 で は21.8と な った 。 この両 校 のU

PI平 均得 点 をt-testに よ り検定 して み る と、大学 のほ うが有意 に高 い(P<0.001)こ と

がわか った。一 般 に、UPI得 点 が高 いほ ど精神 的 に不 健康 で ある と考 え られてい るが、 こ

の点か らみ る と、大学 の ほ うが短 大 よ り精 神保健 上 の問題 を有す る学 生 が多 い可能性 が示 唆

された。 また、各学 科の平 均得点 は、 短 大 で は、 生 活 文 化 学 科19.2、 秘 書 科19.5と な り、

大学 で は、 史学科22。5、 美学 美術 史学 科23.5、 英米 文学科19。9と な った。短大 の ほ うで は、

両学科 間に有 意差 はな く、大学 の ほ うで は、 史学科 と美学 美術 史学科 の ほ うが英米 文学科 よ

りも有 意 に(P<0.001)に 得 点が高 い こ とが わか った。

表6UPl平 均得点

(mean±SD)

短 大 大 学

生活文化 秘 書 科 合 計 史 学 科 美 学 科 英 文 科 合 計

人 数 249 166 415 171 137 168 476

平均得点 19.2±10.2 19.5±10.0 19.3±10.0 22.5±10.2 23.4±10.9 19.9±21.8 21.8±10.5***

***:P〈0.001

つ ぎに、UPI平 均得 点の分布 を調べ た。 これに よる と、短 大で は(表7)、0点 ～9点

の ものが18.8%、10点 ～19点 の ものが32.2%、20点 ～29点 の ものが34.2%、30点 ～39点

の ものが11.6%、40点 ～49点 の ものが、3.1%、50点 ～56点 の ものが0.O%で あ った。また、

大 学で は(表8)、0点 ～9点 の ものが14.1%、10点 ～19点 の ものが29.2%、20点 ～29点

の ものが31.1%、30点 ～39点 の ものが21.6%、40点 ～49点 の ものが3.8%、50点 ～56点 の

ものが0.2%で あ った。 ところで、一般 に、UPI得 点が30点 以上 の もの は精 神 的 に不 健 康

であ る可 能性 が高 い と考 え られ、従来 よ り 「UPI要 注意者 」 と してチ ェ ックされ、面接 に

まわ され る こ とが 多い。 本調査 で は、UPI得 点30点 以 上の もの は、 短 大 で は61名(14.7

%)、 大学 で は122名(25.6%)に も達 した。 これ らUPI要 注 意者 と考 え られ る もの の割

合 を両校 で比較 してみ る と、 大学 のほ うが 有意 に(P<0.01)に 高 い こ とが わか っ た。 し

たが って、UPI要 注 意者 の割合 か らみ て も、大 学 のほ うが短 大 よ りも精 神 的な問題 を有 す

る学生 が多 い とい う可 能性 が示唆 され た。 な お 、 両 校 を通 じて の最 高 得 点 は51点(大 学)

で あ り、最低 得点 は0点 で短大 に1名 み られた。
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表7短 大におけるUPI得 点分布

UPI得 点 1生激 化学科 秘 書 科 L合 計
0～9 !5。(2。 ユ%♪ 28(169%)

1

78(188%)

董0～19 捻 。(32ユ%)
1

54(32.5%) 34(32.2%)

20～29 80(321%)
一
62(37.3%〉 !、42(342%)←

30～39 33U3.3%) 15〈9、0%) 148q1.6%)

4。…τ コ 6(2.4%) 7(42%)
1
13(3.1%)

50～56 0(0.0%)
1
0(0.0%) 0(0.0%)

表8大 学におけるUPl得 点分布

UP至 得 点 史 学 科 美 学 科 英 文 科 合 計
ヨ

0～9124(14.0%) 14(10.2%) 29(17.3%) 67(14ユ%)

→
10～19139(22.896) 39(28.5%〉 61(36.6%) 139(29.2%)

20～29 64(37.4%) 41(299%) 43(19.6%〉 148(31.1%〉

3・-39⊥ 蕊(2・.5%) 35(25.5%) 33α9,6%) 103(21.6%)一
婆0～4gig(5・3%)l

l

7(0,7%)1'1 2(1・準 18(3.8%)

50～56
}

・(・ ・0%)11(0・7%月o(α()%)け(0・2%)

4)女 子9項 目につ いて

磯 田6)は 、UPIを ス ク リーニ ング と して使用 す る ときの…便法 と して 、判 別方程式 の 簡

便 法 を提 唱 して い る。 それ に よれ ば、 問題 発生 群 と非発生群 との問で 出現率 に有意差 が あ っ

た項 目に注 目 し、そ こか ら問題 者発生 予備 群 を抽 出す る もので あ る。 この方法 で は、問題非

発生 群 をどの よ うに把握 す るのか とい う問題 があ り、 また 、 この調 査 の対 象 とな った女 子 の

数が 少 ない とい う問題が あ る もの の、大量 の対象 者 に対 す るUPIの 精 度 をあ げ るための一

つ の試み と して評価 で きる と考 え、本 調査 にお いて も採用 した。磯 田 に よれ ば、女 子 の抽 出

項 欝は9項 目で、 その うちの合計 得点 が4点 以上 の もの を問題 発生予 備群 と して ピ ックア ッ

プ してい る。 その9項 目は、No .4「 動 悸や脈 が気 に なる」、No.6「 不平 や不 満が 多い」、No.

10}人 に会い た くない」、No.15「 気分 に波 があ りす ぎる」、No.ユ7「頭痛 がす る」、No.21「 気

が小 さす ぎる」、No.42「 気 をまわ しす ぎる」、No.43「 つ きあ いが嫌 い で あ る」、No.46「 体

が だ るい」で あ る。 そ こで 、この9項 目の合計得 点 を求め 、そ の分布 を調べ た(表9)。 こ

れ に よる と、 短大 で は、0点 ～3点 が237名(57.1%)、4点 ～5点 が161名(38 .8%〉 、7

点 ～9点 が17名(4.1%)で あ った。 また 、大学で は、0点 ～3点 が224名(47 .1%)、4

点 ～6点 が207名(43.5%)、7点 ～9点 が45名(9.5%)で あ った。 この結 果 、磯 田の い
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表99項 目(4,6,10,15」7,21,42,43,46)の 得 点 分 布

得 点

短 大 大 学

生活文化 秘 書 科 計 史 学 科 美 学 科 英 文 科 計

0～3 144 93 237(57.1%) 71 57 96 224(47.1%)

4～6 97 64 161(38.8%) 83 61 63 207(43.5%)

7～9 8 9 17(4.1%) 17 19 9 45(9.5%)

う9項 目の合 計得点 が4点 以上 の もの は、短 大で は42.9%、 大 学 で は52.9%と きわ め て高

い割合 を示す 結果 とな り、 また、両校 間 におい て有 意差 がみ られた(P<0.01)。

5)No.25「 死 にた くな る」 につ いて

伊藤2)に よれば、東 大 にお ける約20年 間 のUPI調 査 の結 果 、No.25「 死 にた くな る」 の

肯定者 に精神 的 ・情 緒 的問題 を有す る ものが 多 い と報告 されてい る。 したが って、本調 査 に

お いて もNo.25に つ いての検討 を行 った。 それ に よる と、短 大で は10.4%(生 活文化学科8.8

%、 秘 書科12.7%)、 大学 で は16.8%(史 学 科19。3%、 美 学美術 史学科21.2%、 英米 文 学 科

10.7%)で 、 大学 のほ うが 有意 に(P<0.01)に 高 い値 を示 した。

6)1iescaleに つ いて

liescaleと され る4項 目につい て検 討 を加 えた。No.5「 いつ も体 の調 子 が よ い」 の 出現

率 は、短大 で は31.3%(生 活文化 学科32.1%、 秘 書 科30.1%)、 大 学 で は30.3%(史 学 科

27.5%、 美学 美術 史学科31,4%、 英 米文学 科32.1%)で あ った。No.20「 いつ も活動 的 で あ

る」で は、短大 は40.0%(生 活文 化学 科40.2%、 秘 書 科39.8%)、 大 学 は38.9%(史 学 科

30.4%、 美学 美術 史学科40.9%、 英 米文学 科45,8%)で あ った。No.35「 気分 が明 る い」 で

は、短大 は59.3%(生 活 文化学科59.3%、 秘書 科57.2%)、 大学 で は56.1%(史 学科57.3%、

美 学美術 史学科59.1%、 英米文 学科52.4%)で あ った。つ ぎにNo.50「 よ く他 人 に好かれる」

で は、 短大 は43.9%(生 活文化 学科45.8%、 秘 書科41.0%)、 大学 で は42.9%(史 学 科38.6

%、 美学 美術 史学科46.0%、 英 米文学科44.6%)で あ った。 な お 、 この4項 目で は、 す べ

て両校 に差 はみ られなか った。

w.考 察

UPI(UniversityPersonalityInventory)は 、精神 保健 上 の問題 のあ る学 生 のス ク リー

ニ ングを 目的 とした60項 目 よ りな る質 問方 式 の心 理 テ ス トで あ る。 そ の成 り立 ち は 、 宮

田23)が1967年 の第5回 全 国大学保 健管 理研 究 集会 にお いて述べ て いる よ うに 、 大 阪 教 育 大
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学 の榊 原 と小林 、名大 の丸井 、東 大の石 川 、中央大 の津 久井 、京大 の大橋 、稲 浪 、宮 田 らに

よってつ くりあ げ られ た。 その構成 は、精 神 的不 健康 を表現 した神 経症 状 、分 裂症状 、抑 う

つ 症状 の質 問項 目に、上述 のliescale項 目を加 えた ものであ る。 したが って、YG-testやM

MPIの ように個 人 の性格 的な類型 を とらえ よう とす る もので はな く、丸井2D22モが述 べ て い る

ように、 「精神 分裂病 の初期 、抑 うつ状 態 、 または青年期 に よ くみ られ る受 講 に 対す る否 定

的 な感 情 、 さ らにそれ によ って起 こる学 習 ・生活意 欲 の減 退 、対 人 的 な適応 困難 な ど をと ら

え る ことが ね らい」 とされ る。 この テス トは約10分 間 で、 多 数 の学 生 に施 行 で きる簡 便 な

もの であ るか ら、以来 多 くの大学 で実施 され、 さ まざまな評価 がな されて きた 賦Zも。 この テ

ス トの有用性 につ いて 、笠原91は 次 の3点 をあ げてい る。① 心 身の健康 に対 す る学 生 の関心

を喚起 す る保健 教 育的見地 、②心 身の状態 につ いて援助 を欲 しなが ら も相 談 の決心が つ きか

ねてい る多 くの学生 に、 こち らか ら受 診 の きっか けを与 える とい う臨床 的治療 的見地 、③ 本

人 に は自覚 が ないが 、医学 的 にみて 明 らか に発病 の危 険性 が高 い と判 断 され る学 生 を未然 に

発 見す る発 病予 防的見 地 、であ る。 ただ 、眼 目はあ くまで予防的見地 にあ り、病気 をス クリー

ニ ングす る もので はな く、発 病 の危険率 の高 い群(highriskgroup)を ス ク リー ニ ングす

る とい う点 にあ る。 したが って 、精神保健 管 理 システ ムの第1段 階 と して実 施 された ときに

こそ は じめて その有用性 が発揮 され る とい え よう。

さて、今 回の 調査 を概 観 して まず 驚か され るの は、諸 々の項 目にお け る出現 率 の高 さであ

る。 た とえば、UPI平 均 得点 は大学 で2L8、 短大 で193で あ った が 、 これ を他 大 学 の 調

査 と比較 してみ る と、東 大(女 子)11の12,6(昭 和46年 か ら昭和60年 まで の15年 問 の平均)、

鳥取 大学(女 子)13,の11.4(平 成元 年)、 夙 川 女子短 大8'の13.6(昭 和61年)な ど とい った

結果 に比べ て著 しい高率 を示 して いる こ とが わか る。 また 、50%以 上 の 高 い 出現 率 をみ た

項 目が、大 学 で は20項 目、短大 で は16項 目 もみ られ たが 、 これ も他 調 査1旧 と比 較 して き

わめ て高 い割合 を示 した。 こう した結果 を検討 す る と き、た とえ ば、他 大学 の調査 で は入 学

時 に他 の健康 調査 とセ ッ トで 実施 され 、記名 で行 われて い るの に対 して、本調 査 で は単独 に

無 記名 回答 で実施 された もの で ある とい う条件 の相違 が考慮 され る必要 が あ ろ う。 しか し、

本調 査 にお いて も、Nα49「 気 を失 った り、ひ きつ けた りす る」 とい う項 目の 出現 率 が 、 大

学 で4.2%、 短大 で2.9%と い う低 い数値 であ った こ とや、全調 査者891名 の 中で得 点 が0点

で あ った ものが わず か1人 しか い なか った こ とな どか ら考 えて、 このテ ス トが比 較的真 面 目

に率 直 に書 か れた もので ある こ とが うかが え る。 こ うした観 点 に立 てば、 本調 査 のUPIの

出現率 の高 さは、青年期 の不 安定 さを示 す とと もに、本学生 の精神 的 な健康状 態 の一端 を反

映 した ものであ る とい え よ う。

両校 に共通 す る特 徴 は、 まず 、 「頸 す じや肩が こる」 「体が だ るい」 といった身体 的な訴 え、

あ るい は、 「吐 き気 ・胸 や け・腹痛 が あ る」 「わ け もな く下痢 や便秘 をす る」 とい った 自律 神

経症状 の 訴 えの多 さであ ろ う。 こう した訴 えの背 景 には、一 つ には受験 勉 強の過労 に よる影
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響が考えられるが、5月 という調査時期が新 しい環境への適応の時期であることを反映 した

結果 とも考えられよう。また、「気疲れす る」「気 をまわ しす ぎる」 「とりこし苦労 をす る」

「他人の視線が気 になる」「気持 ちが傷つけ られやすい」「つ きあいが嫌いである」 とい った

項 目からは、対人接触での過敏 と緊張、自意識過剰傾向あるいは孤立化傾向をうかがわせ る

とともに、対人恐怖的心性の存在 も推測 させ る。「根気が続かない」「や る気 が出てこない」

「気分に波があ りす ぎる」「記憶力が低下 している」 といった抑 うつ傾向や、 「なん とな く不

安である」 といった不安傾 向は、一面では青年期 に特徴的な心性であるが、「死 にた くなる」

「何事 も生 き生 きと感 じられない」 といった項 目か らは、 自己実現の挫折 あるいは退去、 そ

してそれに基づ く自己不全感が うかがえる。一方、「自分の変な匂いが気 になって困る」「汚

れが気になって困る」などは自己受容の困難 さを物語っているもの といえるが、同時に潜在

的なhighriskgroupが 相当多 く存在 していることを示唆 しているもの と思われ る。 また、

「こだわりす ぎる」「くり返 し確かめない と苦 しい」「つ まらぬ考 えが とれ ない」 といった強

迫的傾向 も特徴的であるが、これは、生育史上の問題に加 えて、嶋崎1°〉の指摘 す るように、

受験勉強での強迫的パ ターンがこの傾向を一層増強 させ たもの とも考 えられる。

短大 と大学では、平均得点、UPI要 注意者率、項 目別出現率などにおいて有意差がみら

れた。 これ らの結果は、大学のほうが精神的な問題 を有す るものがよ り多 く存在す る可能性

を示唆 しているものと思われるが、これを学校の特色 と判断するには多 くの問題が残されて

いる。た とえば、得点分布 は学校 によって異なって くるのは当然であ り、異常値 としての棄

却限界 も分布型によって異 なって くる。 したがって、横断的な調査での分析には限界があ り、

今後の縦断的な調査が課題 と考 えられる。

出現率の上位10項 目については、兵庫教育大学(昭 和59年)14>、 東 大(昭 和45年 ～60年

の平均)1)、阪大(昭 和45年)12)、 筑波大学(昭 和54年)'°)、夙川学院短大(昭 和61年)8〕 な

どの他調査 においても比較的共通 した項 目はみられず、各校の特色 ・時間的な背景 を考慮す

る必要性が示唆された。 また、静岡大学6)の 精神保健管理システムでは、上述す る9項 目の

合計得点が4点 以上の ものとNo.25の 肯定者 を問題発生予備群 として抽出 し要面接者 として

ピックア ップ している。 こうした方法 は、UPI精 度を上げ、 また乏 しい人的資源における

管理 システムの試み として一応の評価がで きるもの と考 えられる。 しか し今 回の調査 で は、

No.25の 出現率が短大で10、4%、 大学では16.8%と 高い値 を示す とともに、9項 目得点者が、

短大で42.9%、 大学で52.9%に も達 してお り、この方法 をその まま採用す ることは困難で

あると考 えられる。 ところで、このようなUPI精 度をあげるための試みは、これまでに も

さまざまになされて きた。たとえば、藤光18)のように項 目ごとに重みをつけた り、吉岡24)ら

のように独 自に開発 したテス ト(SPI)を 組み合わせた り、稲浪7)や 辻本15>のように多変

量解析技法を用いた方法などであるが、こうした試みの開発、適用は今後の大 きな課題 と思

われる。
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lelscaleの4項 目に関 して は、 両校 と もに高 い出現率 を示 した。 しか し、 これ らの 結果

の背後 に は、防衛 的 な態 度が存在 す る可能 性 も否定 で きず 、 また 、稲 浪7♪の調 査 で はNo .20

は神経症 ・うつ病 に特徴 的で あ る とされ てお り、一方 、辻本 工5)によれ ば自殺 者の中 にiiescale

をチ ェ ック した ものが いる との報告 が な され てい る。 したが って 、 これ らの項 目を単 にlle

scaleと して のみ扱 うこ とに は問題 が あ り、 白石ulの 指摘 す る ようにrむ しろ 】つ の チ ェ ッ

ク項 目と して逆 の意味 で意味 の ある もの」 と して の扱 いが考 慮 され るべ きであ ろ う。

以上 、本学 園短大 生 ・大学生 に対 して実 施 したUPIの 結 果 につ いて若干の検討 を加 えた。

青 年期 にあ る彼 らは、 まさ しく依 存 的 ・被 保護 的 な立場 か ら独 立 的 ・自主 的 な立場へ と変容

を遂 げつ つ あるが 、そ の社 会的心 理 的未熟 さゆえ に、 さま ざまな危 機的様相 を内包 して いる。

しか も、 そ の急 激 な変化 ゆえ に、 この時期 で は生 理 と病 理の境 界が きわめ て 不 鮮 明 とな り、

明確 に病 と して位 置づ ける ことが 困難 な場合 が 多い。 こ う した彼 らの精神 的危機 を事前 に発

見 し、そ の発 現 を予防 す るこ とは きわめて重要 で あ るが 、そ の アプロ ーチ と してUP三 は有

用 な試 み の一 つ であ る ことが あ らため て示唆 され た。 今後 の経時 的 な調 査 に よって、一一層 の

検討 を深め る こ とが重要 な課題 となろ う。

V.ま と め

大 手 前女 子短期 大学1年 生415名(生 活 文化学 科249名 ・秘書 科166名)お よび大 手前 女

子大学 ユ年 生476名(史 学科 ユ71名 ・美学 美術 史学科137名 ・英 米文 学 科168名)を 対 象 に

UPI(UniversityPersonalltyInventory)を 実施 して次の結 果 を得 た。

①UPI60項 目の うち、最 も出現 率 の高 か った項 目は、短大 で は 「体がだ るい」(68.4%)、

大学 で は 「頸 す じや肩が こる」(70B%)で あ った。

一方
、 もっ とも出現率 の低 か った項 目は、両 校 と も 「気 を失 った り、ひきつ けた りす る」

(短大2.9%、 大学4。2%)で あ った。

② 出現 率が50%を 超 え る項 目は、短 大 で16項 目、 大学 で20項 目み られたが 、 そ の うち の

15項 目は両校 に共通 して いた。

③ 全60項 目の うち、26項 目で両校 問の 出現 率 に有意差 が み られ、そ の うちの25項 習は大

学 の ほ うが高 い値 を示 した。

④liescaleの4項 目を除 いたUPI得 点 は、両校 を通 じて最 高 は51点(1名)、 最 低 は

O点(1名)で あ った。 また、平均 得 点 は、短 大 が19 .3、 大 学 が21.8で 、 両 校 問 に有

意差 がみ られ た。

⑤UPI得 点 が30点 以上 の もの は、短大 に61名(14.7%)、 大学 に122名(25 .6%)み ら

れ、両校 間 で有意差 がみ られ た。

⑥ 頻 出項 目か らみた両校 に共 通す る特徴 と して は、身体症状 また は自律 神経 症状 の訴 えが

もっ と も高 く、抑 うつ傾 向や、対 入接触 で の過 敏 と緊張 、あ るい は孤 立化傾 向が 多 くみ

一26一

N工 工一ElectronicLibrarySe-vice



OtemaeUniverSity

大手前女子学園 「研究集録」(大 手前女子短大研集)第11号(1991年)

られた。また、不安傾 向も高 く、自己実現の挫折あるいは退去、またはそれに基づ く自

己不全感が うかがえた。

一方、「死にた くなる」「自分の変 な匂いが気 になって困 る」 「汚れが気 になって困 る」

といった精神病理学的色彩の強いと思われる項 目も比較的高い出現率 を示 した。

終わ りにのぞみ、本研究を行 う機会を与 えて下 さいました福井秀加学長に心 よりお礼申 し

上げます。また、調査 にご協力下 さいました池田宏先生、箆雅明先生、西村道信先生、大島

浩英先生、芦田秀明先生、鳥巣泰生先生に深 く感謝申 し上げます とともに、多 くの貴重な御

助言 と御教授 を与えて下さいました笹山益子先生、青海邦子先生に深 くお礼 申 し上げ ます。
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大手前女子学園 「研究集録」(大 手前女子短大研集)第11号(1991年)

(資 料)UPl(UniversityPersonalityInventory)

下記の質問は、多 くの人が しば しば経験す ることについて書いたものです。

あなたが最近1年 間位の間に、時々経験 した り、感 じた りしたことがあれば口のなかに○を、

なければ×を書いて下さい。

1.食 欲 が ない

2.吐 き気 ・胸 や け ・腹痛 があ る

3.わ けもな く下痢や便秘 をしやすい

4.動 悸や脈が気になる

5.い つ も体 の調子が 良い

6.不 平や不満が多い

7.親 が期待 しす ぎる

8.自 分の過去や家庭は不幸である

9.将 来のことを心配 し過ぎる

10.人 に 会い た くない

11.自 分が自分でない感 じがする

12.や る気が 出て こない

13.悲 観 的 になる

14.考 えが まとまらない

15.気 分に波があ りす ぎる

16.不 眠 が ちであ る

17.頭 痛 が す る

18.頸 す じや肩が こる

19.胸 が 痛 んだ り、 しめつ け られる

20.い つ も活動的 であ る

21.気 が小 さす ぎる

22.気 疲 れす る

23.い らい ら しやすい

24.お こ り っ ぽ い

25.死 に た くな る

26.何 事 も生 き生 きと感 じられ ない

27.記 憶 力 が低 下 してい る

28.根 気 が続か ない

29.決 断 力が ない

30.人 に 頼 りす ぎる

★記入年月日(平 成 年 、目 日)

31.赤 面 して困 る

32.吃 っ た り、声が ふ るえる

33.体 が ほて った り、冷 えた りす る

34.排 尿や性器のことが気になる

35.気 分 が明 るい

36.な ん とな く不安 であ る

37.独 りでい る と落 ちつ かない

38.も の ごとに 自信が持 てない

39.何 事 もため らいが ちであ る

40.他 人 に悪 くとられ やすい

41.他 人 が信 じられ ない

42.気 を まわ しす ぎる

43.つ き あいが嫌 いであ る

44.ひ け 目を感 じる

45.と りこ し苦労 をす る

46.体 が だるい

47.気 にすると冷汗が出やすい

48.め まいや立 ち くらみが す る

49.気 を失 った り、 ひ きつ けた りす る

50.よ く他人 に好 か れる

51.こ だ わ りす ぎる

52.く り返 し確 かめ ない と苦 しい

53.汚 れ が気 にな って困 る

54.つ ま らぬ考 えが とれ ない

55.自 分の変 な匂いが気になる

56.他 人 に陰 口をいわれ る

57.周 囲 の人が気 に なって困 る

58.他 人の視線が気になる

59.他 人 に相手 され ない

60.気 持ちが傷つけられやすい

★学年・学科( 科 年)
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